
　〝
仏
の
里
〞と
し
て
知
ら
れ
る
大
分
県
国
東
半

島
で
は
、独
自
の
仏
教
文
化「
六
郷
満
山
」が
開

花
し
て
か
ら
、2
0
1
8
年
に
1
3
0
0
年
を

迎
え
ま
す
。山
岳
信
仰
に
天
台
宗
、八
幡
神
へ
の

信
仰
が
結
び
つ
い
た
神
仏
習
合
に
よ
る
六
郷
満
山

は
、〝
温
泉
県
＝
お
お
い
た
〞の
新
た
な
観
光
の
柱

と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
仏
の
里
」
国
東
半
島
を
広
く
発
信

　

国
東
半
島
を
中
心
に
広
く
分
布
す
る
天
台

宗
寺
院
群
は「
六
郷
山
寺
院
」と
総
称
さ
れ
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
7
1
8
年
の
仁
聞
菩
薩
開

基
伝
説
を
開
山
の
時
期
と
し
て
い
ま
す
。宇
佐

八
幡
神
の
化
身
と
も
言
わ
れ
る
仁
聞
菩
薩
は
、

国
東
半
島
の
６
つ
の
郷
に
28
の
寺
院
を
開
き
、

6
万
9
0
0
0
体
も
の
仏
像
を
造
っ
た
と
伝
え

ら
れ
ま
す
。

　

宇
佐
神
宮・弥
勒
寺
に
伝
わっ
た
天
台
宗
の
実

践
の
場
と
し
て
、九
州
で
い
ち
早
く
仏
教
の
栄
え

た
国
東
半
島
で
は
、厳
し
い
地
形
で
の
修
行
を
好

む
山
岳
宗
教
と
の
融
合
に
よ
り
、独
特
の
六
郷

満
山
文
化
が
花
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
4
月
に
は
、大
分
県
と
宇
佐
市
、豊
後

高
田
市
、杵
築
市
、国
東
市
、姫
島
村
、日
出
町

の
地
元
自
治
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
る「
国
東
半

島
宇
佐
地
域・六
郷
満
山
開
山
1
3
0
0
年
誘

客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
」が
発
足
。六
郷

満
山
文
化
を
観
光
資
源
と
し
て
最
大
限
に
活
用

し
、内
外
に
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、持
続
可

能
な
観
光
振
興
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
神
宮
や
熊
野
古
道
に
も
匹
敵
す
る
素
材

　

大
分
県
観
光
・
地
域
局
で
は
、「
開
山

1
3
0
0
年
の
本
番
は
来
年
だ
が
、情
報
発
信

を
は
じ
め
と
す
る
事
前
の
展
開
も
大
切
」（
観

光・地
域
振
興
課
）と
説
明
。昨
年
12
月
に
大
分

市
で
実
施
し
た「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
ツ
ー
リ

ズ
ム
商
談
会
」で
は
、県
内
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョン
と

し
て「
国
東
半
島『
六
郷
満
山
』と
県
北『
学
び
』

と
体
験
コ
ー
ス
」を
設
定
し
ま
し
た
。こ
の
コ
ー
ス

で
は
、六
郷
満
山
寺
院
の
見
学
や
大
分
県
立
歴

史
博
物
館（
宇
佐
市
）の
視
察
な
ど
を
通
じ
て
、

旅
行
業
界
関
係
者
に
六
郷
満
山
文
化
への
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
と
同
時
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

施
の
周
知
も
図
って
い
ま
す
。

　

同
県
の
2
0
1
7
年
度
県
政
推
進
指
針
で

も
、「
阿
蘇
を
中
心
と
し
た
熊
本
県
と
の
連
携
」

な
ど
と
と
も
に「
六
郷
満
山
開
山
1
3
0
0
年

プ
レ・本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
、誘
客
、受
入
態
勢

整
備
」が
、国
内
誘
客
の
促
進
策
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。別
府・湯
布
院
以
外
の
知
名

度
不
足
が
課
題
と
さ
れ
る〝
お
お
い
た
観
光
〞に

と
って
、「
六
郷
満
山
開
山
1
3
0
0
年
」に
は

起
爆
剤
と
し
て
の
期
待
も
高
ま
って
お
り
、大
分

県
で
は「
伊
勢
神
宮
や
熊
野
古
道
に
も
匹
敵
す

る
素
材
を
持
つ
国
東
半
島
の
旅
行
商
品
を
造
成

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
た
い
」

（
観
光・地
域
振
興
課
）考
え
で
す
。

大分県（国東半島）

毎年旧暦正月に行われる修正鬼会（しゅ
じょうおにえ）。国東半島では鬼は仏の化
身とされています

国東市の岩倉社で行われる起源も由来
も不明な祭「ケベス祭」

日本最大級の大きさを誇る熊野磨崖
仏（くまのまがいぶつ）［豊後高田市］

国東半島最大の仁王像が安置されて
いる両子寺［国東市］

昭和30年代の町並みが再現された豊後高田市
「昭和の町」

全国に約4万ある八幡社の総
本宮である宇佐神宮は「神仏
習合文化」発祥の地

神
仏
習
合
文
化「
六
郷
満
山
」を
観
光
の
柱
に

2
0
1
8
年
の
開
山
1
3
0
0
年
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
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